様式第３号
企画提案書
（令和８年度空中写真測量（筑後農林管内）業務委託）

申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　

※注意事項
・補足資料が必要な場合は、添付してください。
・記載にあたっては、適宜枠を広げて記入してください

１　公募参加資格
	
	確認項目
	該当の場合〇

	1
	日本林野測量協会会員である
	

	2
	福岡県内に事業所がある
	

	3
	福岡県建設工事競争入札参加資格者名簿（航空写真業務）に登録されている
	

	4
	地方自治法施行令第１６７条の４に該当しない
	

	5
	指名停止期間中ではない
	

	6
	更生または再生手続開始等の申立は無い
	

	7
	暴力団員との関連はない
	

	8
	税金の滞納はない
	

	9
	必要な技術及び機材を有している
	



２　適格性
①事業実績（直近５年以内のものを３件程度記載）
	実施
年度
	発注者
	事業名
	内容
規模等
	金額
（千円）
	特徴など

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



３　空中写真撮影
（１）作業工程及びスケジュール　　　　　　項目別実施金額　　　　　　　　　　　　　円
	項目
	内容

	１ 業務計画書提出
	( 例 )　R8.4.25例や基準を削除して提案を記載してください。


	２ 撮影
（GNSS/IMU解析随時実施）
	(基準)　R8.5月上旬～6月末

	３ 標定図の作成
	( 例 )　R8.6月末

	４ 測量成果の検定
	( 例 )　R8.7月中



（２）作業工程の詳細
	項目
	内容

	１ 業務計画書提出
	( 例 )　発注者と協議のうえ、委託業務の計画書を作成し、提出する。

	２ 撮影
（GNSS/IMU解析随時実施）
	( 例 )　仕様書案及び作業規程に従い実施する。撮影にあたっては特に〇〇に配慮する。

	３ 標定図の作成
	( 例 )　仕様書案及び作業規程に従い実施する。

	４ 測量成果の検定
	( 例 )　作業規程第21条に基づき、第三者機関（〇〇機関）による検定を受ける。



（３）得られる写真の仕様
	項目
	内容

	１　地図情報レベル
	(基準)　5000

	２　地上画素寸法
	(基準)　0.3m以内

	３　オーバーラップ
	(基準)　最低55％以上
(標準)　60％以上

	４　サイドラップ
	(基準)　最低10％以上
(標準)　30％以上



（４）用いる機材及び取得年
	項目
	内容

	１　機体
	( 例 )　セスナ〇〇型（〇〇年取得）又は同等以上の性能を有する機体を使用する。

	２　カメラ
	( 例 )　DMCII230（〇〇年取得）又は同等以上の性能を有するカメラを使用する。



 （５）計画的な計測に係る工夫
	内容
	参考例

	〇〇について
	( 例 )　雲等の影響を考慮し、撮影機会 を〇〇により判断し、工期内の計測およびオルソ画像の作成を実施する。など



４　デジタル簡易オルソ画像作成
（１）デジタル簡易オルソ画像の作成方法　　　項目別実施金額　　　　　　　　　　　　　円
	内容

	( 例 )　〇〇ができる自社保有のオルソ加工ソフト「〇〇」を用い、数値写真を加工して作成する。



（２）作業工程及びスケジュール
	項目
	内容

	１　業務計画書提出
	( 例 )　R8.7月上旬

	２　正射変換
	( 例 )　R8.8月上旬まで

	３　モザイク作成
	( 例 )　R8.8月下旬まで

	４　簡易オルソデータ
ファイル作成
	( 例 )　R8.9月上旬まで

	５　品質評価
	( 例 )　R8.9月中旬まで



（３）作業工程の詳細
	項目
	内容

	１　業務計画書提出
	( 例 )　①作業計画は、作業規程第17条に基づき作成する。
( 例 )　②使用する空中写真の選択は、撮影時期、天候、撮影コースと太陽位置との関係等によって現れる色調差や被写体の変化を考慮して行う。

	２　正射変換
	( 例 )　正射変換は、GNSS／IMU解析計算で得られた外部標定要素を用いて、数値写真を中心投影から正射投影に変換し、正射投影画像を作成する。

	３　モザイク作成
	( 例 )　①隣接する正射投影画像の接合部で著しい地物の不整合及び色調差が生じないように行う。
( 例 )　②モザイク画像の点検は、主要地物、接合部のずれ及び正射投影画像間の色調差について行うものとする。

	４　簡易オルソデータ
ファイル作成
	( 例 )　①モザイク処理が終了した画像を国土基本図図郭（1/2,500）単位に分割する。
( 例 )　②位置情報ファイルは、その範囲を示す地理的ファイルとしてテキストファイル形式で作成する。

	５　品質評価
	( 例 )　作業規程第56条の規定を準用するものとする。



（４）得られる画像の仕様
	項目
	内容

	１　地図情報レベル
	(基準)　5000

	２　水平位置（標準偏差）
	(基準)　5.0m以内

	３　地上画素寸法
	(基準)　0.5m以内



（５）用いる機材及び取得年
	内容
	参考例

	〇〇
	( 例 )　自社開発のオルソ化ソフト「〇〇」（2017年取得）



（６）林相判読を目的としたオルソ画像の工夫
　　　※必要に応じてサンプル等の資料も添付可能とします。
	内容
	参考例

	〇〇について
	( 例 )　森林部分の緑色の判読を容易とするため〇〇の調整を行う。また、谷部などの陰影部を可能な限り判読可能とするため〇〇の調整を行う。など
倒れこみの影響を考慮し○○処理を行う。など



５　その他（自由記載）
※アピールポイント（業務実績、独創性、会社の強みなど）を自由に記載してください
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